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担当講義等
西洋li代史・社会史に関わる演習
ローマ史史料講説
ヨーロッパ史槻説・文献iM読
史学方法論
他大学への出講
1979 印召和54)年以後
北海道大学,北海道教育大学釧路分校,引、削大学秋田大学,山形大学、東北学院大学
尚銅学院大学.いわき明星大学.茨城大学.聖学院入学,東京大学,名lf屋火学.伝州大学
京都大学,大阪大学岡111大学,広島大学
在外研究
1979 印召和54)年~1985 (昭手Π60)年
イタリアシチリアにおける口ーマ時代造跡発掘
1992 (平成 4 )年4月~1993 (平成 5)年 lj]
文部省在外研究(英倒)
誌義
教育行政における活動
1992 (平成 4 )~1997 (斗三成 9 )年度
1994 (平成田~2003 (平成15)年度
1996 (平成 8)~1998 (平成10)年度
2000 (.F成12)~2002 (平成14)年度
2004 (平成16)~2005 (平成17)年度
2007 (平成19)~20四(平成21)年度
2003 (平成15)~20備いF成17)年度
2007 く平成19)、 2008 (平成20)年度
学会における活動
1989 (平成 2)年~
1992 (平成 4 )~2007
日πUk督敦学会理小
(平成19)年度
史些△三平我員
1994 (平成 6)~2007 (平成19)年度
西洋史研究会代表理事
日本西洋古典学会書評委員1996 (平成 8)年~
同委員・編集委貝20仇(平成13)年~
同常任委員2007 (平成19)年~
2001(平成13)年10月~20鳴(平成15)年9月
大学設置・学校法人審議会委員
日木学術会議西洋古典学研究述絡委R
日本学術振興会審査員
同上
同上
同,ヒ
大学基準協会基唯委員会委員
大学評価・学イ立授与機構
大学機関別認急[評価委員会廟門委貝
社会への還元
宮力鄭雫民大学,仙台市各所市民センター NHK仙台文化七ンター
仙台YWCA,有例羨官,等における訥座
日本西洋史学会大会.東北史学会大会における公開講演
乘北史学会会長
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1.「 Maximinus Daia のキリスト教政策」(『西洋古典学研究』 22,1974)フフ-88
2.「キリスト教大迫害(303~313)研究一史料・と年代決定に関する研究動向か
らー jq史学雑i越 85-2,1976) 37-67
3.「迫害帝ガレリウスー311年の寛容令をめぐってー』q西洋史学』 105,197フ)
21-39
?
??
24 . 「 キ リ ス ト 教 大 迫 害 一 四 世 紀 初 頭 の キ リ ス ト 教 徒 と 口 ー マ 帝 国 一 」 ( 弓 削 達
伊 藤 貞 夫 編  f 古 典 古 代 の 社 会 と 国 家 』 東 京 大 学 出 版 会  1 9 7 フ ) 3 船 ・ 3 4 7
5 . 「 キ リ ス ト 教 徒 迫 害 と 奴 隷 一 大 迫 害 史 料 を 中 心 、 に ー 」 ( 布 升 究 年 机 N 東 北 大 学 文 学
害 田 2 8 , 1 9 7 9 )  7 6 - 1 0 4
6 . 「 ル グ ド ゥ ヌ ム の 迫 害 再 考 j q 西 洋 史 研 究 』 新 輯 9 , 1 9 8 0 ) 1 3 3
フ . 〔 書 評 論 文 〕 「 弓 削 達 『 地 中 海 世 界 と 口 ー マ 帝 国 』 が 提 起 す る も の 」 q 歴 史 学 研
究 」  4 7 6 , 1 9 8 0 )  3 4 - 4 2
8 . 「 初 期 キ リ ス ト 教 と 口 ー マ 社 会 一 M .  G r a n t の 近 著 か ら ー 」 ( 『 地 中 海 学 研 究 』 Ⅲ ,
1 9 8 0 )  1 6 1 - 1 7 0
9 . 「 「 ヒ ス ト リ ア ・ ア ウ グ ス タ 」 研 究 に っ い て 一  A . M o m i g l i a n 0  の 問 題 提 起 一 」 ( 『 歴
史 』  5 4 , 1 9 8 0 )  4 9 - 6 2
1 0 . 「 大 迫 害 に み る 神 観 念 の 交 錯 」 ( 東 北 大 学 日 本 文 化 研 究 所 編 胖 ホ 観 念 の 比 較 文 化
論 的 研 究 』 講 談 社  1 9 8 1 )  1 0 7 3 - 1 1 1 1
1 1 . 「 『 ヒ ス ト リ ア ・ ア ウ グ ス タ 」 研 究 に つ い て ( ニ ) -  T  D .  B a r n e s ,  T h e  s o u r c e s o f
血 e  H i s t o r i a A u g u s t a  を 中 心 に ー 」 ( 『 歴 史 』  5 9 , 1 9 8 2 )  5 5 - 7 0
1 2 . 「 ギ リ シ ャ ・ ロ ー マ と 初 期 キ リ ス ト 教 に お け る 宗 教 寛 容 一 R  G a m s e y の 机 告 か
ら ー j q 東 北 学 院 大 学 キ リ ス ト 教 研 究 所 紀 要 』  3 , 1 9 8 5 ) 2 7 - 5 0
1 3 . 「 マ ル ク ス = ア ウ レ リ ウ ス 時 代 の キ リ ス ト 教 徒 と 口 ー マ 社 会 」 ( 『 西 洋 史 研 究 』 新
輯  N , 1 9 8 励  1 3 7 - 1 4 6
1 4 . じ 書 評 論 文 〕 「 弓 削 達 『 明 日 へ の 歴 史 学 一 歴 史 と は ど う い う 学 問 か ー 』 」 ( 『 史 沖 川
新 1 7 , 1 9 8 5 )  1 6 1 - 1 6 5
1 5 . 「 都 市 の 民 衆 と 初 期 キ リ ス ト 教 徒 」 q 東 北 学 院 大 学 キ リ ス ト 教 研 究 所 紀 要 」  6 ,
1 9 8 8 )  2 9 - 4 9  ( 1 6 に 加 筆 )
1 6 .  T h e  u r b a n  M o b  a n d  t h e  c h r i s t i a n s , i n  :  T  Y u g e  &  M .  D o l  e d d . ,  F o r m s  o f  c o n t r 0 1
a n d  s u b o r d i n a t i o n  i n  A n t i q u i t y  L e i d e n  &  T o k y 0 1 9 8 8 . 5 4 3 - 5 5 0
1 7 . 「 初 期 口 ー マ 帝 国 の 支 配 構 造 」 ( 弓 削 達 ' 伊 藤 貞 夫 編 「 ギ リ シ ア と 口 ー マ ー 古 典
古 代 の 比 較 史 的 考 察 』 河 出 書 房 新 社  1 9 8 8 ) 1 0 7 - 1 4 3
1 8 . 「 帝 政 期 口 ー マ の 民 衆 と エ リ ー ト 」 q 西 洋 史 研 究 」 新 輯 1 7 , 1 9 8 8 ) 1 - 2 6
19Roman plebs and the Elites in 血e Early Empire, KodaiσOurnal ofklcie址 History)
1,1990,45-63.(18 と同内容)
「古代末期の口ーマ帝国とキリスト教ーコンスタンティヌスからコンスタン
ティウスニ世ヘー」(佐藤伊久男・松本宣郎編『歴史における宗教と国家ーロー
マ世界からヨーロッパ世界ヘー』南窓社 1990)107-147
n制弌末期地中海世界とキリスト教一心性史的考祭の試みー」(『地中海学研究』
X Ⅲ,1990) 331
「・古代末期史研究とキリスト教徒大迫害」q東北学院大学キリスト教研究所紀
要』 10,1992) 43-63
「ローマ帝政期のパトロネジー支配構造解明の視角としての有効性一」(長谷川
博隆編「、古典古代とパトロネジ』名古屋大学出版会 1992)27フ-300
「煽動家としての司教たちーアタナシオスの場合一」(平田隆一・松本宣則飾局
『支配における正義と不正ーギリシアと口ーマの場合一』南窓社 1994) 197・
220
20
21
22
23
24.
25.「口ーマ皇帝とキリスト教徒」(『東北学院大学キリスト教研究所紀要』 12,
1994) 67-101
26.「インペりウムの名のもとにーローマ人が支配した地域一」(辛島昇・高山博編
r地域のイメージ』<地域の世界史2>山川出版社1997)254-292
27.「初期キリスト教論」(岩波講座『世界歴史フヨーロッパの誕生 4-10世
紀」岩波書店 1998)187-2Ⅱ
28.「ローマ帝国のキリスト教化一地域からの考察一」(松本宣郎・山田勝芳編『信
仰の地域史』<地域の世界史7>山川出版社 1998)258-295
29.「初期キリスト教における司教」(土戸清・近藤勝彦編『宗教改革とその世界史
的影饗一倉松功先生献呈論文集』教文館 1998)241-256
30.「古代地中海都市の衰退とキリスト教」q西洋史研究』新輯32,2003)1-23
31.「迫筈原因論再老」q西洋史研究』新輯35,2006)151-160
32.「ローマ市の初期キリスト教」(阪本浩・小野善彦・を島島博チ山晴『ソシアビリテ
の歴史的諸オ畷南窓社 2008)97・Ⅱ5
3
4Ⅱ
翻 訳 一 1
1
R . L . ウ ィ ル ケ ン 『 ロ ー マ 人 が 見 た キ リ ス ト 教 』 三 小 田 敏 雄 ・ 阪 本 浩 ・ 道 躰
滋 穂 子 と 共 訳 ( ヨ ル ダ ン 社  1 9 8 7 )
2
W  V  ハ リ ス 〔 学 界 動 向 〕 「 ロ ー マ 史 に お け る 階 級 概 念 の 有 効 性 」 q 歴 史 』  7 0 ,
1 9 8 8 )  1 2 3 - 1 4 0
N . マ ク リ ン ( 安 井 萌 と 共 訳 ) 「 テ オ ド シ ウ ス , ス ペ イ ン , ニ ケ ー ア 信 条 」 ( 『 西
洋 史 研 究 』 棄 斤 輯 2 5 , 1 9 9 6 )  3 1 - 4 5
R  ガ ー ン ジ イ 『 古 代 ギ リ シ ア ・ ロ ー マ の 飢 儀 と 食 糧 供 ホ 釘 阪 本 浩 と 共 訳 ( 白 水
社  1 9 9 8 )
3
4
Ⅲ . 学 界 動 向
1 . 「 1 9 7 4 年 の 歴 史 学 界 ・ 回 顧 と 展 望 ー ロ ー マ 」 q 史 学 判 語 副  8 4 - 5 , 1 9 7 5 )
2 . 「 1 9 7 6 年 の 歴 史 学 界 ・ 回 顧 と 展 望 ー ロ ー マ 」 ( 「 史 学 雑 ミ 剖  8 6 - 5 , 1 9 7 フ )
3 . 江 9 7 9 年 の 歴 史 学 界 ・ 回 顧 と 展 望 ー ロ ー マ 」 ( 『 史 学 判 琵 志 』  8 9 - 5 , 1 9 8 0 )
4 . 「 第 1 節 Ⅱ 口 ー マ 」 q 日 本 に お け る 歴 史 学 の 発 達 と 現 状 』  5 , 東 大 出 版 会  1 9 8 0 )
5 . 「 1 9 8 2 年 の 歴 史 学 界 ・ 回 顧 と 展 望 ー ロ ー マ 」 ( 『 史 学 雑 ミ 誠 兜 ・ 5 , 1 9 8 3 )
6 . 「 第 1 3 回 古 代 奴 隷 制 師 牙 究 国 際 グ ル ー プ ・ コ ロ ク ィ オ に 参 加 し て 」 q 歴 史 学 研
究 」  5 2 9 , 1 9 8 4 )
フ . 江 9 8 9 年 の 歴 史 学 界 ・ 回 顧 と 展 望 ー ロ ー マ 」 ( 『 史 学 % 籬 越  9 9 - 5 , 1 9 9 0 )
8 . 「 ロ ー マ 史 概 説 」 「 皇 帝 礼 拝 」 「 帝 政 期 の 諸 宗 教 Ⅱ キ リ ス ト 教 徒 大 迫 害 と コ ン ス
タ ン テ ィ ヌ ス の 兄 文 宗 」 」 「 司 教 と 禁 欲 修 道 士 」 ( 伊 藤 貞 夫 ・ 本 村 凌 二 編 『 西 洋 古
代 史 研 究 入 門 』 東 京 大 学 出 版 会  1 9 9 7 )
9 . 「 西 洋 古 代 史 一 総 合 と 拡 散 の 2 0 年 一 」 ( 地 中 海 学 会 編 『 地 中 海 学 の 二 十 年 』 1 9 9 7 )
1 0 . 江 9 9 8 年 の 歴 史 学 界 ・ 回 顧 と 展 望 ー ロ ー マ 」 ( 「 史 学 ネ 齢 越  1 0 8 - 5 , 1 9 9 9 )
1 1 . 「 読 書 案 内 : 初 期 キ リ ス ト 教 史 を 口 ー マ 帝 国 史 で 読 む 」 ( 『 歴 史 と 地 理 』 6 0 9  く 世 界
史 の 研 究 2 1 3 > 山 川 出 版 社  2 0 0 7 )
1.「宗教と人間と国家一井上智勇肆刀期キリスト教と口ーマ帝国』」(『日本の神
学』 13,1974)
2. R. Klein hrsg、, Dasj1鹿11ι Chアistιπt記1π i"11'b祝iSιhιπ Stααt, Datmstadt 1971.『西洋
古典学研究」 23,1975,106-109
3.ιι C1ιltι des s01ιυιアαiπS dαπS I'ι111つi光 r01παi11; Sιつt ιχつOS心 S1ιiuis dι disC1ιSsi0πS,
Vandoeuvre ・ Geneve 1973.『西洋古典学研究』 25,197フ,126-129
4. E MiⅡar, rhι E抗つのの iπ the R0抗απ W0ガ4 London 197フ.『西洋古典学研究』 26
1978,126-129
5.「弓削達 r地中海世界と口ーマ帝国」をめぐって」(胖士会科学の方法」 123,
1979)
6. D Bω1πιIHist0π'α、A1ιξ記Sta・C0110q1ιi記"1 1963,'64/65,'66/6Z '68/69,'70,'71,72/、74,
'75/76,'フフ/78, Bonn ]964 -80. ii) T D. Barnes,7hι S0記πιS げ所ιaist011'4A記g1ιSta,
BruxeⅡeS1978.『西洋古典学研究』 30,1982, NO-143
フ.「平田隆一「エトルスキ国制の研究』」(『歴史』 59,1982)
8. R. MacMUⅡen, pagαπis"1iπ所ι R01παπ三1πつhι, New Haven 1981.『西洋古、典学狗f
究』 31,1983,126-129
5
9.「辻佐保子 1"古典世界からキリスト教世界ヘ一舗床モザイクをめぐる試論一」」
q日本の袖学』 22,1983)
10. L. casson,フシαυeliπ thιA11CiιπtlVの14 London 1974.『地中海学研究』Ⅷ,1985
11. R. J. A. Ta]ba't, rhι Sιπαtι ojl?πつι11'αIR0解ι, princeton 1984.『西洋古典・学研
多t」 35,1987,124-127
12.Π坂本浩「ローマ皇帝の葬儀と神化」他」(『法制史研究』 35,198印
13. R Brown, rhι Body απd sociιb,. Uιπ,1V0柳ιπαπd Sι%1ιαIRιπ郡πCI'ah0π iπ五al'b
Chガ甜iαπiぢ, NewYork 1988.『西洋古典学研究』 38,1990,118-122
14. A panel Discussion on Neil MCLynn, A"1hroSι 0/ui1α"(Berkeley / LOS Angeles,
1994). The university of Tokyo,27th December 1995, KODA1 6 /フ,1995/96,
109-128
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?
61 5 . 「 西 村 貞 二 『 歴 史 学 の 遠 近 』 」 ( 『 東 北 大 学 出 版 会 報 一 宙 』  2 , 1 9 9 7 )
1 6 . 「 南 川 高 志 「 ロ ー マ 五 賢 帝 ー ル 軍 け る 世 紀 」 の 虚 像 と 実 像 一 j j q 法 制 史 研
究 』  4 9 , 1 9 9 9 )
1 7 .  R .  s t a r k ,  r h ι  R i S ι  Q f ' c h l i s h ' 4 π i b , ;  A  s o a ' 0 1 0 g i s t R 此 0 π S i d ι お  H i s t 0 梯  P r i n c e t o n  1 9 9 6
『 西 洋 古 典 学 研 究 」  4 8 , 2 0 0 0 , 1 3 9 - 1 4 2
1 8 .  K .  H o p k i n s , A  W 0 ガ d j 1 ι π ω ' G o d s .  p a g α π S , ノ ι 卸 S  α π d  c h π ' s h ' α π S  i π 所 ι R 0 柳 α π 五 " 1 つ i 1 ι ,
L o n d o n  1 9 9 9 . 『 西 洋 古 典 学 研 究 』 四 , 2 0 0 1 , 1 5 3 - 1 5 7
1 9 、  J .  H .  W  G 、  L i e b e s c h u e t z ,  r h ι  D ι d 力 1 ι α π d F α 1 1 0 j 所 ι  R 0 1 " α π  C i か ,  o x f o r d  2 0 0 1 . 『 西
洋 古 典 学 研 究 』  5 1 , 2 0 船 , 1 5 6 - 1 5 9
2 0 . 汀 呆 坂 高 殿 著 『 ロ ー マ 帝 政 初 期 の ユ ダ ヤ ・ キ リ ス ト 教 迫 害 』 j q 日 本 の 神 学 1  4 3 ,
2 0 0 4 )  1 5 9 - 1 6 7
2 1 . 「 南 川 高 志 厩 毎 の か な た の 口 ー マ 帝 国 」 」 ( 『 社 会 キ 碧 済 史 学 」  7 0 3 , 2 0 0 4 ) 1 1 4 - 1 1 6
2 2 .  G .  E d w a r d s  &  G .  w o o l f ,  e d s . ,  R の 解  t h ι  C O S 1 π 0 つ o l i s ,  c a m b r i d g e  u .  P  2 0 0 3 .  f 西 洋 古
典 . 学 研 究 』  5 3 , 2 0 0 5 , 1 5 5 - 1 5 8
2 3 . 「 殉 教 と キ リ ス ト 教 史 一 研 究 者 の 原 点 . 書 評 : 佐 藤 吉 昭 薯 『 キ リ ス ト 教 に お け
る 死 侍 文 研 究 」 を 読 ん で 」 ( 『 創 文 』  4 7 6 , 2 0 備 ・ 6 ) Ⅱ ・ 1 4
2 4 .  A .  K .  B o w m a n  e t  a l .  e d s . ,  r h ι  C α 抗 b ア i d g ι A π ι i ι π i H i s t 0 1 ) ,  s e c o n d  e d i t i o n ,  V 0 1 . × 1 1 ,
C a m b r i d g e u .  R  2 0 0 5  「 西 洋 古 典 学 研 究 』  5 5 , 2 0 0 7 , 1 5 4 - 1 5 8 ( 井 上 文 則 ・ 田 中 創 と
共 同 執 筆 )
V . 研 究 ノ ー ト
1 . 「 ギ リ シ ャ ・ ロ ー マ と 初 期 キ リ ス ト 教 に お け る 「 夢 と 幻 」 j q 東 北 学 院 大 学 キ リ
ス ト 教 研 究 珂 絲 己 要 、 1  9 , 1 9 9 1 )
2 . 「 ロ ー マ 社 会 史 か ら 見 た 初 期 キ リ ス ト 教 」 ( 『 歴 史 と 地 理 』  5 1 8  ぐ 世 界 史 の 研 究
1 7 フ > 山 川 出 版 社  1 9 9 8 )  1 - 1 2
3 . 「 ヘ レ ニ ズ ム ・ ロ ー マ 時 代 の ユ ダ ヤ 人 デ ィ ア ス ポ ラ と 口 ー マ 帝 国 に お け る キ リ
ス ト 教 徒 の デ ィ ア ス ポ ラ 的 存 在 」 q 人 の 移 動 に と も な う 社 会 と 文 化 の 変 動 に つ
い て の 総 合 的 研 究 』 平 成 1 2 年 度 東 北 大 学 教 育 研 究 共 同 プ ロ ジ ェ ク ト 成 果 報 告 書
東 北 火 学 文 学 研 究 科  2 0 0 1 )
4.「社会的存在としての初期キリスト教徒」q季刊教会」 47く日本基督教団改革長
老教会協議会>2002) 5・11
5.「「史学概論」の今」<コラム歴史の風>(『史学利甑翻 114-11,2005) 36-38
Ⅵ 講演・報告
「古代地中海世界とキリスト教」く公開シンポジウム・基調講演X節升究年報」[基
督教文化研究所]民族と宗教一第23号,宮城学院女子大学 1989)
「古代地中海世界の都市」<公開講演会・「都市がつくるヨーロッパ史」>西洋史
研究会 1995
「発題「初期キリスト教徒と姓の問題」」くシンポジウム・「キリスト教とセク
シュアリティー」>(『キリスト教史学』四,1995) 64-70
「97年度献堂記念公開講演会「古代地中海の都市とキリスト教徒」」『会報」く東
北大学基督教青年会>33,1998
Π也中海ーローマ帝国のハイゥエイー」<公閉i苛演会・「歴史のなかの地中海」>
西洋史研究会 2002
「ローマ世界におけるキリスト教受容一二出紀ガリアを中心にー」く講演X師升究
年宰剛第36・号ぐ宮城学院女子大学剛属キリスト教文化研究所>2003)1-44
「2005年度献堂記念公開講淡会「古代地中海からーローマ帝国の都市遺跡と初
期キリスト教のイメージーN会報」<東北大学基督教肖年会>41,2005
1
2
3
4
5
6
7
7
Ⅶ 教科害
『歴史学概説』上巻,歴史教育資料可究会,中教出版 1974
「第3章口ーマ帝国」q文献解説・ヨーロッパの成立』南窓社 1981
『世界史』鶴見尚彰、・遅塚忠a騎扇,実教出版 1983~
初期キリスト教徒,ローマ帝国没落論、キリスト教口ーマ帝国」「3 ローマ
(渡部治雄編角早説西洋史』南窓社 1992)
1
2
3
4
85 . 「 1 2  0 ー マ の 平 和  1 3  帝 国 と キ リ ス ト 教  1 4 時 代 の 転 換 」 ( 伊 藤 貞 夫 編
『 古 典 古 代 史 』 日 本 放 送 出 版 協 会  1 9 9 5 )
6 . 「 第 1 章 先 史 の 世 界 , 第 2 章 オ リ エ ン ト と 地 中 海 世 界  2  ~  5 」 ( 木 下 康 彦
木 村 靖 二 ・ 吉 田 寅 編 玲 羊 説 世 界 史 研 究 』 山 川 出 版 社  1 9 9 5 )
フ . 「 1 2  0 ー マ の 平 和  1 3  帝 国 と キ リ ス ト 教  1 4 時 代 の 転 換 」 ( 伊 藤 貞 夫 編
『 古 典 古 代 の 歴 史 』 日 本 放 送 出 版 協 会  2 0 0 0 )
8 . 「 古 代 口 ー マ 都 市 の 社 会 に せ ま る 」 ( 中 村 捷 編 『 人 文 科 学 ハ ン ド ブ ッ ク 』 東 北 大
学 出 版 会  2 0 0 5 )
Ⅶ . 科 研 等 報 告
1 、 「 帝 政 期 口 ー マ に お け る キ リ ス ト 教 徒 と 異 教 徒 」 ( 柴 田 三 千 挺 鮒 洞 『 ヨ ー ロ ッ パ 史
に お け る 民 衆 意 識 と 社 会 運 動 』 〔 昭 和 5 2 年 度 科 学 研 究 費 研 究 成 果 報 告 書 ] 1 9 7 8 )
2 . 「 初 期 キ リ ス ト 教 と サ ト ゥ ル ヌ ス 」 ( 田 中 英 道 編 『 西 洋 芸 術 に お け る 四 元 素 表 現
の 史 的 考 察 』 〔 昭 和 5 6 年 度 科 学 研 究 費 研 究 成 果 報 告 書 ] 1 9 8 2 )
3 . 「 M a x i m i n u s  D a 始 の キ リ ス ト 教 政 策 」 ( 井 上 秀 雄 編 『 朝 鮮 儀 礼 の 研 究 一 比 較 文 化
史 的 観 点 よ り 一 1 〔 昭 和 5 7 年 度 科 学 研 究 費 研 究 成 果 報 告 書 ] 1 9 8 3 )
4 . 「 初 期 キ リ ス ト 教 徒 と 口 ー マ 帝 国 社 会 一 研 究 の 現 況 と 展 望 一 」 ( 渡 部 治 雄 編 『 前
近 代 ヨ ー ロ ッ パ に お け る 社 会 と 宗 教 の 構 造 的 連 関 』 〔 昭 和 5 6 , 5 7 , 5 8 年 度 科 学 研
究 費 研 究 成 果 報 告 書 ] 1 9 8 4 )
5 . 「 ギ リ シ ャ ・ ロ ー マ と 初 期 キ リ ス ト 教 に お け る 「 夢 と 幻 」 」 ( 田 中 英 道 編 『 西 洋 芸
術 に お け る 「 メ ラ ン コ リ ー 」 概 念 の 史 的 考 察 』 〔 昭 和 5 9 , 6 0 年 度 科 学 研 究 費 研 究
成 果 級 告 書 ] 1 9 8 6 )
6 . 「 初 期 キ リ ス ト 教 に お け る 世 俗 化 と 堕 落 」 ( 平 田 隆 一 編 『 古 代 ギ リ シ ア
ロ ー マ
に お け る 社 会 的 不 正 の 研 究 』 ( 平 成 4 , 5 年 度 科 学 研 究 贊 研 究 成 果 報 告 書 ] 1 9 9 4 )
フ . 「 初 期 キ リ ス ト 教 と 宗 教 の か た ち 」 ( 田 中 英 道 編 仟 形 象 」 と 「 美 意 識 」 の 考 察 』
[ 平 成 7 , 8 年 度 科 学 研 究 費 研 究 成 果 報 告 書 ] 1 9 9 8 )
8 . 『 初 期 キ リ ス ト 教 と 口 ー マ 帝 国 一 社 会 史 的 考 察 一 』 ( 平 成 9  ~ 1 1 年 度 科 学 研 究
費 ・ 課 題 汗 説 得 」 の 役 割 一 4 世 紀 口 ー マ 帝 国 に お け る 皇 帝 ・ 有 力 者 ・ 司 教 の
関 係 の 研 究 一 」 研 究 成 果 報 告 雪 2 0 0 0 )
9.『ローマ帝国支配下属州民の心性の研究』(平成13~15年度科学研究費研究成果
報告吉2004)
10.「初期口ーマ帝国の美術政策」(研究代表者田中英道『「古典主義」美術の理論
的研究』[平成14~15年度科学研究費研究成果報告智勺2004-3)妬・58
Ⅱ.「古代地中海都市の映像」(平成16年度東北大学教育研究共同プロジェクト「東
北大学歴史資源アーカイヴの構築と社会的メディア化」成果報告者価升究代表
者松本宣郎)2005-3)部・102
12.「古代口ーマ市における初期キリスト教の地i志的・政治史的研究」(平成18~19
年度科学研究費研究成果報告書 2007-3)
13.『イタリア古代史』(2006年度科学研究費研究成果報告書 2007-4X上掲12と同
内容)
Ⅸ.紹介
1.井上智勇著件川場キリスト教と口ーマ帝国』q史学雑i認 82-9,1973)
2. M.チェインバーズ編・弓削達訳『ローマ帝国の没落』q史学判歸都 833,1974)
3. A.グウィン著・小林雅夫訳『古典ヒューマニズムの形成ーキケロからクィン
ティリアーヌスまでの口ーマ教育一』(『史学雑ミ剖 84-2,1975)
9
4. H.ブラウン H.コンッエルマン他著・佐藤研訳『イエスの時代』(『史学雑
i越 84-12,1975)
5. J.J.ディス著・穴沢咏光訳『ヘルクラネウムーよみがえった古代都市口ーマ』
(「史学判捻剖 86-2,197フ)
8.「弓削達『ローマ皇帝礼拝とキリスト教徒迫害』一現代批判としての口ーマ帝
国・キリスト教史研究一jq聖書と教会」 1985-4)
6.蛭沼・秀村・新見・荒井 J川納編訳『原典新約時代史』q史学雑誌』 863,
197フ)
フ. E.マイヤー著・鈴木一州訳『ローマ人の国家と国家想J醐(『史学雑誌』 89-12,
1980)
1 0
9 .  M ' J . ワ エ ル マ ー ス レ ン 茗 ・ 小 川 英 雄 訳 『 キ ュ ベ レ と ア ツ テ ィ ス ー そ の 神 話 と
祭 儀 一 』  q 史 学 ネ 斯 都  9 5 - 9 , 1 9 8 5 )
1 0 . 「 " 新 し い 人 類 学 " か ら の 古 代 ユ ダ ヤ 史 一  H .  G . キ ッ ペ ン ベ ル ク 茗 ・ 奥 泉 康 弘 、 他
訳 『 古 代 ユ ダ ヤ 社 会 史 』 」 ( 『 朝 日 ジ ャ ー ナ ル 』  1 9 8 6 . 1 0 ' 1 7 )
1 1 . 「 歴 史 学 と 新 約 学 と の 対 話 を 目 指 し て 一 A . N . シ ャ ー ウ ィ ン ・ ホ ワ イ ト 著 ・ 保 坂
高 殿 訳 『 消 絲 勺 聖 沓 t  口 ー マ 法 ・ ロ ー マ 社 会 』 j q 本 の ひ ろ ぱ 』  1 9 8 7 - 1 2 )
1 2 .  E W  ウ ォ ー ル バ ン ク 著 ・ 小 河 陽 訳 『 ヘ レ ニ ズ ム 世 界 』 ( 『 聖 書 と 教 会 』  1 9 8 8 - 9 )
1 3 .  S . ベ ン コ 著 ・ 新 田 一 郎 訳 『 原 始 キ リ ス ト 教 の 背 景 と し て の 口 ー マ 帝 国 』 ( 『 聖 晋
と 教 会 』  1 9 8 9 - 1 1 , 1 9 8 9 )
1 4 .  H . チ ャ ド ゥ イ ッ ク 他 編 ・ 橋 口 倫 介 監 修 ・ 渡 辺 愛 子 訳 『 図 i 兒 世 界 文 化 地 理 大 百
科 , キ リ ス ト 教 史 』 ( 『 史 学 雑 ミ 剖  9 9 - 1 0 , 1 9 9 0 )
1 5 . 「 初 期 キ リ ス ト 教 の 貴 重 な 教 徒 群 像 史 一 土 岐 正 策 ・ 士 岐 健 治 訳 「 殉 教 者 行 伝 」
< キ リ ス ト 教 教 父 著 作 集 2 2 > 」 ( 『 本 の ひ ろ ぱ 』  1 9 9 4 ・ 1 )
1 6 . 「 新 し い キ リ ス ト 教 史 の 模 索 一 E . ペ イ ゲ ル ス 茗 ・ 絹 川 久 子 , 出 村 み や 子 訳 『 ア
ダ ム と エ バ と 蛇 一 「 楽 嗣 神 i 副 解 釈 の 変 遷 一 』 ( 『 木 の ひ ろ ば 』  1 9 9 4 - 1 )
1 7 . 「 ク リ ス マ ス を 歴 史 す る 一  0 . ク ル マ ン 著 ・ 土 ψ 剣 建 治 訳 『 ク リ ス マ ス の 起 源 』 」
( 『 本 の ひ ろ ぱ 』  1 9 9 7 - 3 )
1 8 . 「 競 い 合 う 「 イ エ ス 伝 」 - J .  D 、 ク ロ ッ サ ン 著 ・ 太 田 修 司 訳 『 イ エ ス ー あ る ユ タ
ヤ 人 貧 農 の 革 命 的 生 涯 一 』 」 ( r 木 の ひ ろ ぱ 』  1 9 9 8 - 1 0 )
1 9 . 「 ハ ン デ ィ な 古 代 教 会 史 教 科 書 一 N . ブ ロ ッ ク ス 著 ・ 関 川 泰 寛 訳 『 古 代 教 会 史 』 」
( 『 本 の ひ ろ ぱ 』  1 9 9 9 - 1 0 )
2 0 . 祇 園 寺 信 彦 『 共 和 政 期 口 ー マ の 国 家 と 社 会 」 q 西 洋 史 研 究 」 新 輯 2 8 , 1 9 9 9 )
2 1 . 「 古 代 キ リ ス ト 教 徒 の 社 会 に お け る 構 造 を 問 う 一 C . マ ル ク シ ー ス 茗 ・ 士 井 健 司
訳 『 天 を 仰 ぎ , 地 を 歩 む ー ロ ー マ 帝 国 に お け る キ リ ス ト 教 世 界 の 構 造 一 』 」 ( 『 本
の ひ ろ ぱ 』  2 0 0 3 - 1 2 )
2 2 , 「 く 本 の オ ア シ ス > 芳 賀 力 『 思 索 へ の 小 さ な 旅 」 」 ( 「 季 刊 教 会 』  5 9 , 2 0 0 5 - 6 )
2 3 . 「 三 つ の 視 点 で 中 世 キ リ ス ト 教 千 年 を た ど る 名 著 一 出 村 彰 著 『 中 出 キ リ ス ト 教
の 歴 史 」 j q 本 の ひ ろ ば 』  2 0 備 ・ 8 )
X 翻訳一2
「プ」ラー世界史百科』成瀬治監訳(平凡社 1978)
「イギリス史』 1,今井宏と共訳く世界の歴史教科書シリーズX帝国書院
1981)
R市隊,証人・殉教者,権威,奴隷・僕・はしため,靴シ晋・代官,迫害.人口
調査,侍衛,袖殿奪藷董,兵卒,武具,死J教者行伝,権力,アジヤ州の議員,し
えたげ」(「旧約・新約聖書大事典」教文館 1989)化ibli.ch・historisches
HandW6rterbuch, V抑deohoecR &RUPNcht の翻訳と加筆】
1
2
3
刃.雑
1.「ローマ帝国をめぐる人々」(『地中海一文明と風士を訪ねてー』 1,山と渓谷社
1975)
2.「ローマ史の内幕」(『姓るポンペイ』く産報デラックス・99の謎一歴史シリーズ
5>産報ジャーナル 197フ)
3.「アグリジェント,エラガノ勺レス,オスティア,コンスタンティヌス(大帝),
サルウィアヌス,シラクーザ,ゼノン.ディオクレティアヌス,デキウス,ピ
ラトゥス,フォルム,ヘルクラネウム,ホノリウス,ポンペイ,マルケス=ア
ウレリウス,メッシナ,ユリアヌス,レオン(3世),ローマ帝国衰亡史」(縢斤
百科耶典」小学'旬
11
1 2
4
「 ア イ ネ イ ア ー ス , ア レ ク サ ン デ ル = セ ウ ェ ル ス , ア ン ク ス = マ ル キ ウ ス , ア ン
ト ニ ヌ ス = ピ ウ ス , ア ル カ デ ィ ウ ス , ア ウ グ ス ト ゥ ス , ア ウ レ リ ア ヌ ス , ア ウ ィ
ト ゥ ス , カ リ グ ラ , カ ラ カ ラ , カ リ ヌ ス , カ ル ス , ク ラ ウ デ ィ ウ ス = ゴ テ ィ ク
ス , ク ラ ウ デ ィ ウ ス , コ ン モ ド ゥ ス , コ ン ス タ ン ス , コ ン ス タ ン テ ィ ウ ス = ク
ロ ル ス コ ン ス タ ン テ ィ ウ ス  2 世 , コ ン ス タ ン テ ィ ヌ ス  1 世 , デ キ ウ ス , デ ィ
デ ィ ウ ス = ユ リ ア ヌ ス , デ ィ オ ク レ テ ィ ア ヌ ス , ド ミ テ ィ ア ヌ ス , ガ ル バ , ガ
レ リ ウ ス , ガ リ エ ヌ ス , ガ ル ス , ゴ ル デ ィ ア ヌ ス  1 1 U  ・  3  世 , グ ラ テ ィ ア ヌ ス ,
ハ ド リ ア ヌ ス , へ り オ ガ バ ル ス , ホ ノ リ ウ ス , ヨ ウ ィ ア ヌ ス , ユ リ ア ヌ ス , ラ
テ ィ ヌ ス リ キ ニ ウ ス , マ ル ク ス = ア ウ レ リ ウ ス , マ ク セ ン テ ィ ウ ス , マ ク シ
ア ヌ ス , マ ク シ ミ ヌ ス = ダ イ ア , マ ク シ ミ ヌ ス 土 ト ラ ク ス , ネ ロ , ネ ル ウ ア ,
「 、 、
ヌ マ = ポ ン ピ リ ウ ス , オ ト ー , フ ィ リ ッ プ ス = ア ラ ブ ス , プ ロ ブ ス , ロ ム ル ス ,
ロ ム ル ス = ア ウ グ ス ト ゥ ル ス , セ プ テ ィ ミ ウ ス = セ ウ ェ ル ス , セ ル ウ ィ ウ ス =
ト ゥ リ ウ ス , セ ウ ェ ル ス , タ キ ト ゥ ス , タ ル ク ィ ニ ウ ス  Z  = ス ペ ル ブ ス , テ ィ
べ り ウ ス , テ ィ ト ゥ ス , ウ ア レ ン テ ィ ニ ア ヌ ス 1 世 ・ 2 也 ' ・ 3 世 , ウ ア レ リ ア
ヌ ス , ウ ェ ス パ シ ア ヌ ス 、 ウ ィ テ リ ウ ス 」 ( 三 浦 一 郎 編 『 世 界 皇 帝 人 名 辞 典 』 東
尿 堂  1 9 7 フ )
5 . 「 ベ ス ビ オ の 悲 劇 ー ポ ン ペ イ と へ ル ク ラ ネ ウ ム 」 q 火 を 噴 く 地 球 招 新 剣 く 産 報 デ
ラ ッ ク ス ・ 9 9 の 謎 一 自 然 科 学 シ リ ー ズ 4 > 産 報 ジ ャ ー ナ ル  1 9 7 フ )
6 . 「 世 界 を 変 え る 本 3 . エ ウ セ ビ ウ ス 『 教 会 史 」 j q 地 中 海 学 会 月 幸 磁  8 , 1 9 7 8 )
フ . 4 章 2  「 キ リ ス ト 教 と 口 ー マ 帝 国 」 ( 弓 削 達 編 『 西 洋 史 ( 2 ) 地 中 海 世 界 』 有 斐
閣 新 書  1 9 7 9 )
8 . 「 世 界 の 大 学 1 3 4 ー パ レ ル モ 大 学 」 ( 胖 士 会 科 学 の 方 法 』  1 3 4 , 1 9 8 0 )
9 . 「 世 界 の 大 学 1 4 1 ー ナ ポ リ 大 学 」 ( 胖 士 会 科 学 の 方 法 』  1 4 1 , 1 9 8 1 )
1 0 . 「 遺 跡 の 旅 ー ロ ー マ か ら シ ラ ク サ ヘ 」 ( 「 や っ と は た ち 一 フ ジ ャ 画 廊 二 十 年 の あ ゆ
み 』  1 9 8 2 )
1 1 . 「 シ チ リ ア の ウ ィ ラ 発 掘 に 参 加 し て 」 ( 「 か い ほ う 』  2 , 古 代 解 放 運 動 史 研 究 会
1 9 8 2 )
1 2 . 「 ポ ン ペ イ 最 期 の 日 」 ( 『 埋 没 都 市 ポ ン ペ イ 』 N T V  ス ペ シ ャ ル , 1 9 8 3 )
1 3 . 「 大 類 伸 『 キ リ シ タ ン 運 動 の 時 代 一 日 本 学 士 院 所 蔵 キ リ シ タ ン 史 制 ・ に つ い て 」 」
( 『 西 洋 史 研 究 』 新 輯 1 5 , 1 9 8 6 )
1 4 . 「 ロ ー マ 人 プ ロ テ ィ ノ ス 」 ( 「 地 中 海 学 会 月 幸 蹴  1 0 0 , 1 9 8 7 )
15.「アドラティオ.ウィクトリア,キリスト教徒迫害,シルミウム,神寵帝理念,
テトラルキー,ドミナトゥス,『ヒストリア'アウグスタ』,ポンペイ,アエリ
ウス・アリスティデス,アンミアヌス・マルケリヌス,アントニヌス・ピウス,
アンニア・ガレリア.ファウスティナ,ウェルス,クラウディウス2世,クリ
スプス,コンスタンス,コンスタンティウス1世・2'世,コンスタンティヌス
]世・ 2世,セウェルス,セウェルス(神学者),ディオクレティアヌス,テ
オドレトス,ハドリアヌス,マクシミアヌス,マクシミアヌス・ダイア,マル
クス・アウレリウス,マクセンティウス,りキニウス,ガレリウス」(『平凡社
大百利●g典』 1984 ・ 85)
16.「道,海,トゥーリズム,船,ピラミッド,マヨルカ,アクロポリス,オリン
ピア,墓,ヴィッラ,エーゲ海,クレオパトラ,ノ勺レミラ,コロセウム,ホメ
ロス,ノ勺レテノン,ポンペイ,アルカディア,パラディソス,アポロン,ディ
オニュソス,アテナ,ゼウス,ハドリアヌス,モザイク,ミトラス教,エトル
リア,エフェソス,太陽信仰,涯濯,フェニキア紫,スフィンクス,スノ勺レタ,
パンテオン,イルカ,悲劇・喜卿Uq地中海小事典』〔エナジー小事典〕エッソ
石油広報部1986 地中海学会編『地中海事典』三省堂 1996)
17.「アウィートゥス,アエティウス,アエミリアーヌス,他」qキリスト教人名辞
典』日本基督教団出版局 1986)
18.「権力の中枢口ーマー図版・解説」「ローマ人の生活 1,Ⅱーコラムフオーフ
ム」(弓削達編『ローマ帝国の栄光』<世界の大遺跡6>講談社 1987
19.「地中海ーエーゲ海の海洋文明」(「週刊朝日百科・世界の歴史』 1 倩己元前の世
界 1 文明への旅立ち>朝日新開社 19認・11)以下 6,11,16,21,26,31,36,
41,46,51連載(1.編著書2 に所収)
20.「「帝国」観の明と時」「古代帝国の群像一権力志向と利得志向一」「帝国と軍隊一
"巨大な消費体"の桎枯」(『週刊朝日百科・世界の歴史』 12 俳己元前の世界3
帝国・官僚・軍隊>朝日棄斤聞社 1989、2)
21.「地中海を制するものーローマとカルタゴ」(rFriendly』くホテルニューオータ
ニ>1989年夏季号)
22.「キリスト教と古代末期心性史」(第13回地中海学会大会研究発表要旨〕q地中
海学会月宰畷 121,1989)
23.「ローマ帝国の中心イタリア」(『ローマへの道一仙台日伊協会設立十周年記念
三越 1990)
24.「古代口ーマ人の生活と意見」(『ふらんす」白水社 1990-10)
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1 4
2 5 . 「 エ ト ル リ ア と 口 ー マ 」 [ 1 9 9 1 年 ブ リ ヂ ス ト ン 美 術 館 士 曜 誠 座 ] q 地 中 海 学 会 月
幸 磁  1 4 0 , 1 9 9 1 )
2 6 . 「 さ い は て の 地 中 海 文 明 」 < 地 中 海 文 化 の 旅 1 2 0 > ( 『 レ ポ ー ト ・ く ま が い 』  1 6 9 ,
1 9 9 1 )
2 7 . 「 地 中 海 歴 史 紀 行 」 ( 三 輪 晃 久 " 也 中 海 紀 行 』 く 知 の 旅 シ リ ー ズ > ク レ オ  1 9 9 1 )
2 8 . 「 対 談 一 " 一 人 儲 け は 危 1 換 " 人 類 最 初 の 経 済 戦 争 が 日 本 人 に 教 え る も の 」 ( 森 本
哲 郎 と ) q F r i e n d l y 』 < ホ テ ル ニ ュ ー オ ー タ ニ >  1 9 9 3 年 春 季 号 )
2 9 . 「 古 代 人 の 死 の 看 取 り 一 特 集 : タ ー ミ ナ ル ' ケ ア ー 死 に ゆ く 人 々 の 傍 ら で  5 」
( r 福 音 と 世 界 』 新 教 出 版 社  1 9 9 3 - フ )
3 0 . 「 く 留 学 記 > イ ギ リ ス 交 友 の 記 」 ( 『 か い ほ う 」 " , 古 代 解 放 運 動 史 研 究 会
1 9 9 3 )
3 1 . 「 ギ ポ ン 『 衰 亡 史 』 と 中 野 ・ 好 夫 さ ん の こ と 」 q ち く ま 』  2 7 1 , 1 9 9 3 - 1 0 )
3 2 . 「 『 ロ ー マ 帝 国 衰 亡 史 」 と の お つ き あ い 」 ( エ ド ワ ー ド ・ ギ ポ ン , 中 野 好 之 訳
『 ロ ー マ 帝 国 衰 亡 史 』  U 巻 、 筑 摩 書 房  1 9 9 3 )
3 3 . 「 佐 藤 伊 久 男 教 授 の 業 績 と 学 風 」 ( 『 文 化 』  5 7 - 3  ・  4 ・ 秋 ・ 冬 ・ , 1 9 9 4 - 3 )
3 4 . 「 初 期 キ リ ス ト 教 史 に お け る 夢 ・ 幻 一 特 集 : 聖 書 の 象 徴 ・ 信 仰 の 言 語  4 」 ( 叶 岳
音 と 世 界 」  1 9 9 4 - 6 )
3 5 . 「 ア エ ネ ア ス の , J 付 下 り 一 古 代 口 ー マ 人 に と っ て の 死 後 の 世 界 一 」 q ユ リ イ
カ 』  2 6 - 1 3 , 「 統 糾 寺 集 : 死 著 の 書 」 青 士 社  1 9 9 4 - 1 2 )
3 6 . 「 ア リ ス ト テ レ ス , ハ ン ニ バ ル , グ ラ ッ ク ス 兄 弟 , オ ク タ ウ ィ ア ヌ ス ( ア ウ グ
ス ト ゥ ス ) , イ ェ ス , デ ィ オ ク レ テ ィ ア ヌ ス , ア ウ グ ス テ ィ ヌ ス 」 ( 今 井 宏 編 「 人
物 世 界 史 1 西 洋 編 古 代 ~ 1 7 世 紀 」 山 川 出 版 社  1 9 9 5 )
3 7 . 「 ネ ロ 」 ( 黒 田 日 出 男 編 『 歴 史 学 事 典 』  3  か た ち と し る し , 弘 文 堂  1 9 9 5 )
3 8 . 「 エ ウ セ ビ オ ス ( カ イ サ リ ア の ) 」 「 オ ロ シ ウ ス 」 「 デ ィ オ ニ ュ シ オ ス ( ハ リ カ ル
ナ ッ ソ ス の ) 」 「 ニ ケ フ ォ ロ ス ・ グ レ ゴ ラ ス 」 「 ヨ セ フ ス 」 ( 岸 本 美 緒 編 「 歴 史 学 事
典 』  5 歴 史 家 と そ の 作 品 , 彰 、 文 堂  1 9 9 7 )
3 9 . 「 古 代 口 ー マ 也 界 に お け る 宗 教 の か た ち 」 ( 公 開 講 演 会 ・ 「 ヨ ー ロ ッ パ に お け る 宗
敦 と そ の か た ち 新 暁 ) 」 西 洋 史 研 究 会  1 9 9 7 )
如.「古代資本主義論争」(樺LI_1紘一編『歴史学事典』 6歴史学の方法,弘文堂
1998)
41.「古代末期史研究のりーダー, P.ブラウン教授訪日記」q地中海学会月幸階 218,
1999-3)
42.「イタリアー古代口ーマから現代の口ーマヘ」(『MRA政策研究』 12-10 く世界の
都一その生い立ちと今の問題>1999)
43.「思い出の中の秀村先生」(油ラjく昭次・片山祐三編『余韻一秀村欣三記念
誌一』 1999)
44.「エウセビオス・ヒエロニュムスー孝戈会史家と聖書翻訳家一j(『週刊朝日百科
世界の文学』 54 く聖書・グレゴリオ聖歌・・◇朝日新既井士 2000-フ)
45.「地中海の風景」qEurasia』ユーラシア笊行社 2000.9~2003.8毎月連載)
46.「歴史はすべて現代史」(公開講演会「近代ヨーロッパの社会と国家」西洋史研
多勺会2000)
47. fイギリスを再訪して考えたことj(公開講演会「ヨーロッパ近現代史と世界史
教育」西洋史研究会 2001)
48.「『イエスとその時代』の荒井献氏」(『荒井献著作集』 1「河幸則7 岩波書店
2001)
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49.「文の学は人問の教養と文化の学であるjq広報」東北大学広報委員会204,
2001-12)
50,「「留学』とは自己変革であるーローマ皇帝ハドリアヌスの場合一」(『北斗七星』
東北大学学務部留学生課 63,2002-3)
51.「地中海の風景」(公開講演会「歴史のなかの地中海J 西洋史研究会 2002)
52.「隣室の吉岡先生」(『会誌』東北大学文学部西洋史学科同窓会32,2002-9)
53.「史学会と『史学雑え剖と私の小史一史学会第100回大会によせてー」(「歴史学
の最前線一2002年度史学会第100回大会記念シンポジウムー」 2002)
54.「街と人とに開かれた大学」(「広幸則東北大学広報委員会214,2002-12)
55.「嵐の前の西洋史学」(『会ミ都東北大学文学部西洋史学科同窓会33,2003-9)
1 6
5 6 . 「 地 中 海 ー ロ ー マ 帝 国 の ハ イ ゥ エ イ ー 」 ( 公 開 講 演 会 報 告 ・ 同 上 )
5 7 . 「 文 学 研 究 科 の 今 」 ( 特 集 ・ 新 た な 百 年 を 目 指 し て 一 研 究 中 心 大 学 ・ 東 北 大 学 の
行 方 一 「 広 幸 磁 東 北 大 学 広 報 委 員 会 2 1 9 , 2 0 船 ・ 1 2 ) 』
5 8 . 「 ヒ ス ト リ ア ・ ア ウ グ ス タ 老 」 ( 西 洋 古 典 叢 書 一 第 Π 期 第 2 9 回 配 本 一 月 報 4 4 ,
2 0 0 4 . 1 )
5 9 . 「 「 我 ら の 海 」 地 中 海 」 q E u r a s i a 』 ユ ー ラ シ ア 旅 行 社  2 0 0 4 . 1 )
印 . 「 ア ウ レ リ ア ヌ ス 」 「 ウ ェ レ ス 」 「 ヴ ル ガ ー タ 」 「 エ ヴ ェ ル ジ ェ テ ィ ズ ム 」 「 エ キ ユ メ
ニ ズ ム Ⅱ エ ッ セ ネ 派 」 「 オ ス テ ィ ア 」 「 階 層 制 ( ヒ エ ラ ル キ ア ) 」 「 外 典 ・ 偽 典 」 「 解
放 奴 隷 ( ロ ー マ ) 」 「 カ ラ カ ラ 」 「 教 会 史 」 「 教 会 法 ( カ ノ ン 法 ) 」 「 ク リ エ ン テ ス 」
「 三 世 紀 の 危 機 ( ロ ー マ ) 」 「 七 十 人 訳 聖 書 」 「 シ チ リ ア の 奴 隷 反 乱 」 「 使 徒 言 行 録 」
「 十 字 架 」 「 神 政 政 治 」 「 千 年 王 国 説 」 「 テ オ ド シ ウ ス 法 典 」 「 ノ ビ レ ス 」 「 バ ル ト
( カ ー ル ) 」 「 ユ ダ ヤ 戦 争 」 「 ユ リ ア ヌ ス 」 「 ヨ ハ ネ ー パ ウ ロ  2 世 」 「 ル タ ー 派 」 「 ロ ー マ
市 民 権 」 ( 乳 仕 界 史 小 辞 典 』 [ 改 訂 新 版 ] 山 川 出 版 社  2 0 0 4 )
6 1 . 「 サ ン ・ パ オ ロ ・ フ ォ リ ・ レ ・ ム ー ラ 聖 堂 」 q 季 刊 文 化 遺 産 」 特 集 : ロ ー マ 古 寺
巡 礼 , 島 根 県 並 河 萬 里 写 真 財 団  2 0 0 4 - 4 )
6 2 . 「 コ ン ス タ ン テ ィ ヌ ス 大 帝 を ー つ の 像 に む す ぶ 」 ( 西 洋 古 典 叢 書 一 第 Ⅲ 期 第 5  回
配 本 一 月 報 5 1 , 2 0 0 4 . 6 )
6 3 . 「 ス ペ イ ン を 行 く 」 ( 『 会 誌 」 東 北 大 学 文 学 部 西 洋 史 学 科 同 窓 会 3 4 , 2 0 0 4 - 9 )
6 4 .  r u b i q u e  R o m a n i . . . ( こ こ に も 口 ー マ 人 が ・ ・ ) ー チ ュ ニ ジ ア 紀 行 一 j q 会 誌 』 東
北 大 学 文 学 部 西 洋 史 学 科 同 窓 会 3 5 , 2 0 0 5 - 9 )
6 5 . 「 所 感 「 寛 容 」 を 考 え る 」 ( 同 上 『 会 誌 」 )
6 6 . 「 ヴ ァ チ カ ン の 時 代 」 ( 『 週 刊 シ ル ク ロ ー ド 紀 行 3 フ ヴ ァ チ カ ン 」 く 歴 史 を ひ も と く
3 7 > 週 刊 朝 日 百 科 , 朝 日 新 聞 社  2 0 0 6 - フ )
6 7 . 「 ペ テ ロ 」 ( 『 週 刊 シ ル ク ロ ー ド 紀 行 3 フ ヴ ァ チ カ ン 」 < シ ル ク ロ ー ド 人 物 伝 3 7 > 週 刊
朝 日 百 科 , 朝 日 新 聞 社  2 0 0 6 - フ )
6 8 . 仟 ポ ン ペ イ 展 」 に 寄 せ て 」 ( 『 朝 日 新 聞 』  2 0 0 6 年 8  打  4 日 2 8 頁 く 第  2  宮 城 > )
6 9 . 「 タ ー ヴ ィ ス ト ッ ク ・ ス ク ェ ア 」 q 会 i 都 東 北 大 学 文 学 部 西 洋 史 学 科 同 窓 会 3 6 ,
2 0 0 6 - 9 )
70「弓削先生の思い出』qかいほう』 91,古代世界研究会 2007-2)
「学問とは孤独な労働である一吉岡教授語録一」く研究室の金言・名言①ヨー
ロッパ史研究室から>(「考えるということ』<東北大学文学部ブックレット>V01
1,20073)
「歴史のなかで歴史を学ぶ」(『曙光」く東北大学全学教育広報>24,20俳・10)
71
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